
応

用

化

学

用

器

画

法

遠

近

法

同
（
同

‘-ノ

同
（
調
漆
）

同 漆
工

科

鋳

金

科

同
（
蛾
型
）

同 鋳
金

科

同 同 鍛

金

科

彫鍛

金金

科科

彫

金

科

鍛彫

金金

科科

同 同 同 同 塑
造

科

日
本
画
科
第
三
年
、
西
洋
画
科
第
一
年
級

彫
・鍛
．鋳
金
科
、
漆
工
科
第
二
、
三
年
級

図
画
教
員
志
望
者

同 同 同 第一

、
二
、
三
、
四
年
級

同 同 同 同 同 同 同 同 同 予
備
之
課
程
及
第
一

、
二
、
三
、
四
年
級

同 同 予
備
之
課
程
（
彫

・
鍛

．
鋳
金
科
志
望
者
）

及
彫

・
鍛

．
鋳
金
科
第
一

、
二
、
三
、
四

年
級
同 予
備
之
課
程
及
第
一

、
二
、
三
、
四
年
級

同

上
原
六
四
郎

一

嘱

託

小

島

憲

之

助

手

野

口

吉

五

郎

嘱

託

橋

本

市

蔵

助

教

授

金

井

清

吉

教

授

川

之

辺

一

朝

助

手

乎

塚

駒

吉

同 同

田

中

後

治

助
教
授
杉
浦
瀧
次
郎

同

藤

本

万

作

同

豊

田

兼

吉

嘱

託

平

田

惣

之

助

教
授
助
教
授

教

授

海

野

勝

瑕

助
手

黒

岩

倉

吉

同

大

村

西

崖

嘱

託

藤

田

文

蔵

助
教
授

同

白
井
保
次
郎

向
井
繁
太
郎

海
野
子
之
吉

沼
田
勇
次
郎

長

沼

守

敬

普
通
教
育
系
統
以
外

本
校
を
普
通
教
育
系
統
以
外
の
系
列
に
置
く
と
い
う
考
え
は
岡
倉
前
校
長
が
明
治
―
―

十
七
、
三
十
年
に
作
成
し
た
二
篇
の
「
美
術
教
育
施
設
二
付
意
見
」
（
本
書
第
一
巻

m

頁

1266
頁
、
斑
頁

s350頁
）
に
お
い
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
我
が
国
の
美
術

教
育
は
普
通
教
育
系
統
と
は
別
個
の
学
校
系
統
（
美
術
院
ー
ー
＇
東
京
お
よ
び
京
都
高
等

美
術
学
校
ー
ー
地
方
美
術
工
芸
学
校
ー
~
小
学
校
）
に
よ
っ
て
実
施
す
べ
き
で
あ
り

、

地
方
美
術
工
芸
学
校
に
高
等
美
術
学
校
の
予
備
教
育
機
関
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
な

5
 

4
 

年内の卒業生

卒業式は七月十一日に行われた。

体仏英支西美用建教漆金書学

那歴 芙洋術史 器画法築装飾史 育 工 工

操語語史 学 学 史史

同同同予同各科
図I図漆彫予及備 画 エ ・ 備

乳 直 第 教員 科鍛之
第 ・ 課

第 程 は 一志一鋳金 程
ヽ 級年 望者 級年 科

第

は 年
級

助同同同同同 同嘱
教 託 喜授

羽合中本岩村 瀧 武蔵 小
田田沢田 田 原 杉

禎之進 清 澄男 幸之助 透 精一 五一 惟郭 隠

日
本
歴
史

第1立 動 揺 期 28 
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け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
文
部
省
も
明
治
三
十
一
年
に
学
校
系
統
に
関

す
る
調
査
を
行
な
っ
た
結
果
、

「
美
術
學
校
昔
架
學
校
共
に
系
統
以
外
に
置
き
適
宜

の
豫
科
を
置
か
し
む
」
（
同
年
十
月
五
日
付
『
読
売
新
聞
』
に
よ
る
。
）
と
い
う
結
論
を

公
表
し
た
。

予
備
科

（附
、
共
立
美
術
学
館
）

0
美
術
學
館
の
近
況
東
京
美
術
學
校
公
認
豫
備
校
の
美
術
學
館

町
）
生
徒
の
現
在
敷
は
六
十
餘
名
に
逹
し
た
る
由
同
館
三
年
の
課
程
を
修
業
せ
る

も
の
は
東
京
美
術
學
校
へ
無
試
験
に
て
入
校
せ
し
む
る
規
定
な
る
が
今
度
更
ら
に
専

修
科
を
置
き
本
校
同
様
五
ヶ
年
を
以
て
卒
業
せ
し
む
る
こ
と
と
な
し
数
務
は
館
長
笙

月
金
鳳
、
専
任
敦
頭
高
橋
玉
淵
、
数
授
戸
田
玉
秀
諸
氏
専
ら
撥
任
す
る
こ
と
4
な
り

廿
八
日
東
京
美
術
學
校
へ
届
出
で
本
校
よ
り
は
毎
月
應
分
の
補
助
金
を
典
ふ
る
こ
と

と
な
る
べ
し
と
云
ふ

（
明
治
三
十
二
年
二
月
二
日
『
国
民
新
聞
』
）

〔

共

立

〕

〔

公

認

〕

〔

共

立

〕

0
東
京
美
術
學
館
東
京
美
術
學
校
附
屈
豫
備
校
な
る
本
瑯
森
川
町
の
東
京
美
術

學
館
は
此
程
箱
聾
部
生
徒
十
三
名
彫
刻
部
生
徒
二
名
卒
業
せ
し
を
以
て
目
下
笙
月
同

（
本
郷
森
川

本
校
に
予
備
教
育
機
関
を
置
く
こ
と
も
岡
倉
校
長
時
代
以
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
。
明

治
三
十
年
作
成
「
美
術
教
育
施
設
二
付
意
見
」
に
は
「
入
學
生
ノ
豫
備
ヲ
門
外
二
期
ス

ル
ノ
途
ナ
ク
」
と
不
満
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
懸
案
が
予
備
科
設
置
案
と
し
て
呈

示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ

の
三
十
二
年
当
時
は
既
述
（
本
書
第
一
巻
204
頁
）
の
日
本
画
会
附
属
共
立

美
術
学
館
が
非
公
式
の
本
校
予
備
教
育
機
関
と
し
て
存
続
し
て
い
た
。
同
館
に
つ
い
て

は
覇
っ
た
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
が
、

左
記
の
新
聞
記
事
に
よ
っ
て
そ
の
概
要
と
本
校

と
の
関
係
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

60
頁
所
載
『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
号
記
事
参
照
。

8

天
覧

7
 館

長
よ
り
東
京
美
術
學
校
へ
無
試
験
入
學
の
手
絞
中
に
て
尚
ほ
同
館
は
箱
聾
彫
刻
の

生
徒
募
集
中
な
り
と
云
ふ

0
共
立
美
術
學
館

日
本
盟
會
の
附
属
な
る
同
館
ハ
東
京
美
術
學
校
の
豫
備
門
と

し
て
有
望
の
も
の
な
れ
共
其
紐
喪
ハ
日
本
盟
會
の
負
橡
に
堪
へ
ざ
る
所
あ
る
よ
り
今

回
有
志
の
寄
附
金
を
募
る
事
と
な
り
来
月
よ
り
其
募
集
に
着
手
す
る
よ
し

（
明
治
三
十
二
年
八
月
二
十
三
日
『
読
売
新
聞
』
）

建
築
装
飾
科
設
置
要
求

（
明
治
三
十
二
年
七
月
一
日
『
日
本
』
）

明
治
三
十
年
作
成
「
美
術
教
育
施
設
二
付
意
見
」
に
お
い
て
建
築
装
飾
を
主
と
す
る

建
築
科
が
増
設
す
べ
き
科
の
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
も
そ
れ
が
重
要
な
要
求
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
左
記
の
記

事
が
示
す
よ
う
に
、
設
骰
は
見
送
り
と
な
っ
た
。

0
美
術
學
校
建
築
科
補
充
に
就
て
東
京
美
術
學
校
今
後
の
方
針
と
し
て
多
年
欠

け
た
る
建
築
科
を
補
充
す
る
由
ハ
既
記
の
如
く
に
て
其
宜
建
築
ハ
大
閤
を
教
授
し
て

建
築
装
飾
、
エ
藝
岡
案
に
力
を
用
る
筈
な
る
が
其
宜
験
製
作
を
勧
む
る
に
就
て
ハ
是

非
共
紐
費
の
増
加
を
要
す
る
為
め
常
分
ハ
出
来
得
る
限
り
の
範
園
に
於
て
便
利
の
方

法
を
授
く
る
由

（
明
治
三
十
三
年
一
月
二
十
二
日
『
読
売
新
聞
』）
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